
【
認
知
症
と
は
…
】
 

　
脳
や
身
体
の
疾
患
を
原
因
と
し
て
、
脳

細
胞
が
消
滅
し
た
り
働
き
が
悪
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、
記
憶
・
判
断
力
な
ど
に
障
が

い
が
発
生
し
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
状
態

を
い
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
」
や
「
脳
血
管
疾
患
」
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
約
６
〜
７
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
認

知
症
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
認
知
症
の
中
核
症
状
は
、
記
憶
と
見
当

識
（
時
、
所
、
他
人
と
の
関
係
）
の
障
が

い
で
す
が
、
こ
れ
に
伴
う
症
状
や
行
動
と

し
て
、
徘
徊
、
暴
言
、
拒
絶
等
の
行
動
障

が
い
や
、
妄
想
、
幻
覚
、
不
眠
な
ど
の
精

神
症
状
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
症
状
や
行
動
を
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
認
知

症
の
周
辺
症
状
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

　
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
介
護
者
家
族
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
人
と
介

護
者
を
支
え
て
い
く
た
め
の
認
知
症
支
援

体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

│
第
4
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
│
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安
心
し
て
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よ
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に
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１
．
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
平

成
２３
年
度
に
１
カ
所
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

２
．
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
平
成
２３
年
度

に
１
カ
所
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

３
．
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
平
成
２２
年
度

に
１
カ
所
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

 小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
 

　
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等

に
応
じ
て
、
本
人
の
選
択
に
基
づ
き
、
「
通
い
」

「
訪
問
」
「
泊
ま
り
」
を
組
み
合
わ
せ
、
入
浴
、

排
泄
、
食
事
等
の
介
護
、
そ
の
他
の
日
常
生
活

上
の
支
援
お
よ
び
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
通
い
、
入
浴
、
排

泄
、
食
事
等
の
介
護
、
そ
の
他
の
日
常
生
活
上

の
支
援
お
よ
び
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
 

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
、
一
定
計
画
に
基
づ
い

て
提
供
さ
れ
る
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等
の
介

護
、
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓

練
、
療
養
上
の
世
話
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
市
で
は
高
齢
者
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、
第
４
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
な
か
で
取
り
組
む
べ
き
重
点
事
項
の
１
つ
に
『
認
知
症
支
援
体
制
の
構
築
』
を
掲
げ
、
次
の
６
つ
の
施
策
を
主
体
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
事
業
計
画
に
掲
げ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
必
要
量
を
見
込
み
、
こ
れ
に
伴
う
財
源
で
あ
る
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
 

認
知
症
の
方
や
そ
の
 

家
族
を
支
援
し
て
 

い
き
ま
す
 

今
後
見
込
ま
れ
る
 

主
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
 

④相談・支援体制の充実 
　認知症レベルに応じた相談・支援体
制を図るために、地域包括支援センタ
ーを中心とした相談に係る人材育成の
充実を図るとともに、医療機関との連
携を図りながら、困難な事例について
は地域ケア会議を活用し早期対応に努
めます。 
＜具体的事業＞ 
○地域ケア会議 
○こころの健康相談 
○認知症予防教室など 

①認知症に関する啓発 
　認知症の方を支援していくためには、
認知症に対する正しい知識と理解が必
要です。そのためには、学習会（認知
症サポーター養成講座等）の開催、情
報媒体を活用した広報活動の充実に努
めます。 
＜具体的事業＞ 
○認知症サポーター養成講座 
○講演会の開催 
○物忘れ相談プログラムの利用促進な
ど　 

潸介護サービスの基盤整備 
　認知症の高齢者に対する適切なケア
を提供することができる基盤整備とし
て、ケアマネジャーやサービス提供事
業者の研修の充実、必要に応じた地域
密着型サービスの整備に努めます。 
＜具体的事業＞ 
○地域密着型サービスの整備 
○サービス提供者への研修など 

滷認知症の高齢者支援ネットワークの 
　整備 
　医療機関、関係行政機関および民間
団体等による連携体制を強化し、徘徊
する高齢者の早期発見・保護を図ると
ともに、認知症が引き起こす問題行動
に対して迅速に対応することができる
よう認知症高齢者支援ネットワークの
構築を目指します。 
※認知症高齢者支援ネットワークは、
平成21年度設置を目指します。 

澁権利擁護の推進 
　認知症の高齢者やその家族、特に一
人暮らしでの認知症の高齢者が、安心
して生活することができるよう、権利
擁護を推進します。 
＜具体的事業＞ 
○成年後見制度の相談・啓発 
○高齢者虐待の相談・啓発など 

澆徘徊高齢者家族支援サービス 
　発信装置による位置探索システムを
活用して、徘徊する高齢者の早期発見
を援助します。 
＜具体的事業＞ 
○徘徊高齢者家族支援サービス事業 
※徘徊高齢者家族支援サービスは、位
置探索システムに係る利用料を補助
する制度です（機器購入費は、利用
者負担となります）。 
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